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行方市新原浄水場配水池増築工事
制約の多い現場をG-ECS/{イルでクリア
この現場の基礎工事はPHC杭が検討されていましたが、 住宅地と隣接す

るため「施工ヤードを大きくとれない」「騒音、 振動への配慮」という条

件がありました。 また、 霞ヶ浦のそばであるためセメント系材料を使えな

いという問題もありました。 その結果、 施工機械が最小ですみ、 周辺環境
にも優しく、 コストメリットも出せるG-ECSパイルが採用されました。
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施工機の2 台使用
でエ期を大幅短縮
北九州市に本社を構える

鉄鋼メーカーの君津支店

社員寮。敷地上の制約は
なく、PHCとの競合とな

り ま し た が、G-ECSパ

イルの納期が半分以下で

あることが評価され採用

されました。 支持層の不

陸がありましたが、 鋼管

杭ならではの柔軟性とス

ピーディーな対応、 コン
パクトな施エスペースを

活かした2台施工でエ期

短縮に貢献できました。
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E
C
S,
M
J
の
開
発
に
は 、
製
造
か
ら
施

G-ECSパイルの三誠がお届けするインフォメーション・ペーパー
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2
0
1
9
年
11
月
よ
り 、
中
径
杭
に
対
応
し

た
無
溶
接
継
手
「
E
C
S,
M
J（
エ
ク
ス・
エ

ム
ジH
イ）」
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
が
発

売
早
々
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す 。

従
来 、
小
中
径
鋼
管
杭
の
継
手
は
溶
接
が

主
流
で
し
た 。
し
か
し 、
溶
接
資
格
を
保
有

す
る
技
能
労
働
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り 、
労

働
力
の
確
保
が
た
い
へ
ん
大
き
な
課
題
と

なっ
て
い
ま
す 。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る＿
助
と
し
て 、
溶

接
資
格
を
保
有
し
て
い
な
く
て
も
作
業
が
可

能
な
機
械
式
継
手
の
開
発
に
力
を
注
ぎ 、
す

で
に
杭
径
2
6
7
.
4
mm
ま
で
に
適
用
で
き

る
機
械
式
継
手 、
E
C
S_
P
J
を
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が 、
こ
の
た
び 、
さ
ら

に
杭
径
3
0
0
mm
以
上
に
適
用
可
能
な
機
械

式
継
手
E
C
S,
M
J
を
開
発
す
る
こ
と
で 、

よ
り
大
き
な
建
物
に
も
こ
利
用
い
た
だ
け
る

シ
ンプ
ル
な
構
造
で
簡
単
に
施
工

i

[

E
 

よ
う
に
な
り
ま
し
た 。
E
C
S
M
J
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
は
杭
径
3
1
8.
5
mm 、
3
5
5
.

6
mm 、
4
0
6.
4
mm
の―二
種
類
で
す 。

H
ま
で
の
す
べ
て
の
工
程
を
徹
底
的
に
見
直

し 、
極
カ
シ
ン
プ
ル
な
も
の
を
目
指
し
ま
し

た 。
そ
の
結
果 、
施
工
を
簡
単
に
す
る
だ
け

で
な
く 、
「
品
質」
と
「
エ
期」
の
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
画
期
的
な
製

品
と
な
り
ま
し
た 。

ECS-MJの継手作業はシンプル。外継手と内
継手を、鋼管杭の端部にそれぞれ工場で溶接して
おき、現場では継手同土をはめ込んでピンで固定
するだけで完了します。

E
C
S,
M
J
を
使
用
し
現
場
か
ら
は 、
次

の
よ
う
な
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す 。

「
道
を
挟
ん
だ
両
側
で 、
偶
然
に
も
G'
E

C
S
を
施
工
し
て
い
る
現
場
が
あ
り
ま
し
た

が 、
互
い
の
現
場
を
見
学
し
あ
っ
た
元
請
け

さ
ん
か
ら
は 、
『
こ
っ
ち
の
現
場
も
E
C
S'

M
J
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
よ
か
っ
た
！』

と

の
感
想
で
し
た」

ECS-MJと現場溶接の時間比較

作業時間 90％近く短縮！
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E
C
S'
P
J
よ
り
も

大
き
な
杭
径
に
対
応

株
式
会
社
1

二
誠

新
製
品•
E
C
S'
M
J
躍
進
中
！

Cl

員
の
安
定、
工
期
大
幅
短
縮
に
貢
献
し
ま
す。

杭
径
が
大
き
く
な
っ
て
も 、
作
業
時
間
は

そ
れ
ほ
ど
変
わ
リ
ま
せ
ん 。
杭
径
3
1
8
.

5
mm
の
場
合 、
溶
接
で
は
1
ヵ
所
あ
た
り
30

分
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が 、
E
C
S
M
J
で

は
わ
ず
か
5
分 。
杭
径
4
0
6
.
4
mm
の
場

合
で
も 、
溶
接
11

45
分
が 、
E
C
S,
M
J
で

は
6
分
ほ
ど
で
作
業
時
間
は
あ
ま
り
増
加
し

ま
せ
ん 。
こ
の
場
合
は 、
約
87
％
の
作
業
時

間
短
縮
で
す 。

作
業
時
間
が
大
幅
に
短
縮'·
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代
表
取
締
役
社
長

丹
羽

伸
治

Vol.33 

口

青
葉
輝
き
早
く
も
初
夏
を
迎
え 、
一
年
で
最
も
良
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
が 、
お
取
引
先
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
も 、
こ
の
度

の
新
腹
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
変
ご
不
自
由
な
時
間
を
お
過
ご
し
か
と
存
じ
ま
す 。
先
ず
以
て 、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す 。

弊
社
と
致
し
ま
し
て
は 、

時
差
出
勤
と
出
来
る
範
囲
で
の
在
宅
勤
務
等
も
併
用
し
つ
つ 、
「
感
染
し
な
い
・

感
染
さ
せ
な
い」
よ

う
細
心
の
注
意
を
払
い
運
営
し 、
お
取
引
先
の
皆
様
に 、
万
が一
に
も
ご
迷
惑
を
お
掛
け
せ
ぬ
よ
う 、
万
全
を
期
し
て
対
応
さ
せ

て
頂
く
所
存
で
す 。
益
々
の
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 。
今
は一
H
も
早
く
収
束
す
る
こ
と
を
望
む
ば
か

り
で
す
が 、

皆
様
も
ど
う
か
お
気
を
付
け
て 、
こ
の
難
局
を一
緒
に
乗
り
越
え
る
こ
と
を
切
に
願っ
て
お
り
ま
す 。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

従
来
の
溶
接
継
手
の
場
合
は 、
杭
径
が
大

き
く
な
る
と
溶
接
時
間
が
増
大
し 、
そ
れ
だ

け
施
工
時
間
も
か
か
り
ま
し
た 。
E
C
S_
M

J
で
は 、
継
手
同
士
を
は
め
込
ん
で
ピ
ン
で

固
定
す
る
と
い
う
作
業
で
す
む
た
め 、
施
工

時
間
は
大
幅
に
短
縮
可
能
で
す 。
ま
た 、
杭

の
継
手
品
質
が
安
定
し 、
継
手
部
の
検
査
時

間
の
大
幅
短
縮
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た 。

こ
の
よ
う
に
E
C
S,
M
J
は 、
「
エ
期
を

大
幅
に
短
縮
で
き
る
高
品
質
な
継
手」
で
あ

リ 、
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
簡
単
に
施
工
で
き

る
革
新
的
な
杭
継
手
で
す 。

本
年
3
月
17
日
に 、
＿
般
財
団
法
人

日
本
建
築
総
合
試
験
所
に
て
審
査

の
結
果 、
N'
E
C
S
パ
イ
ル
エ
法
の
引

抜
方
向
支
持
力
建
築
技
術
性
能
証
明

を
取
得
し
ま
し
た 。
こ
の
証
明
書
は 、

無
溶
接
継
手
に
も
対
応
し
て
い
ま
す 。

N'
E
C
S
は
G'
E
C
S
パ
イ
ル
の

使
い
や
す
さ
は
そ
の
ま
ま
に 、
軟
弱

地
盤 、
主
に
粘
土
質
地
盤
向
け
に
新

た
に
設
計
さ
れ
た
特
化
型
の
杭
で
す 。

【
先
端
抵
抗
係
数

k
】

k
11
70
 (
S
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 Nt
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 S
O)
 

【
最
小
杭
長】

3
m
と
10
D
P(
D
P
は
軸
部
径）
の

大
き
い
方
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施工データ
管理システム

POWER of SANSEI

秋山　錬正　大学院工学研究科　建築学
　学部卒業論文は、「ポリウレア樹脂を用いた鉛ダンパーの
補強及び性能評価について」、修士論文では、「コンテナハ
ウスについて（波板の引張性能評価と既存の鋳物金物を建
築に適応するためのディテールの提案と FEM 解析による検
討）」が研究テーマでした。
　大学では軟式野球サークルに所属し、私設の大会で優勝し
たこともあります。現在はまっているのは、友人たちとの２ヵ

月に１回のキャンプ。たき火を囲みなが
らの食事と酒はなんともいえません。料
理人の父に、魚のさばき方や盛り付けを
教わったこともあり料理が得意です。
　一級建築士、構造一級建築士の資格を
取得し、一日も早く技術のプロフェッショ
ナルとして一人前になりたいと思います。

　清水　泉 
   公共政策専攻、経済学副専攻
大学の卒論では、「地方空港の活性

化と地元自治体との協働」をテーマとして執筆しました。
　子どものころからピアノをやっていたので、大の音楽好き。大学では
クラシックオーケストラ部でトロンボーンを吹いていました。現在でもオー
ケストラに所属していますが、出演予定の本番が中止になったので、もっぱ
らドイツのプロオーケストラの演奏の映像をたくさん観てイメージ練習。
おかげで、ドイツに興味が湧き、ドイツ語の勉強を始めました。
　三誠は自社開発の杭で業績をドンドン伸ばし、文系でも様々な
ことにチャレンジできる雰囲気なので、皆さんに安心感を

持っていただけるような「頼れる事務方」にな
れるようにがんばります。

井上　航三　　商学部　会計学専攻
　大学では管理会計という「ヒト・モノの
管理」を勉強していました。卒業論文では、「行政団体における
人とのコミュニケーション」ついて研究しました。
　勉強のかたわら熱中していたのがサッカー。中学時代はサッ
カー部の部長で、神奈川県３位になったことがちょっと自慢です。
大学でも準体育会系のサッカー部に所属するだけでなく、社会人
のチームにも参加して、サッカーづくしの日々でした。週４日の
練習、関東大会の出場経験もあります。昔からゲームも大好きで、
ｅスポーツにも興味があります。
　就活セミナーで一番雰囲気がよかったのが三誠でした。早く皆
さんのお力になれるように、全力で取り組んで参ります。

奥田　誠也
　メディア学部　メディア情報学科

　メディア情報学科では芸能分野を専攻。
芝居を中心に歌、ダンスを学びました。芝居では演技
だけでなく演出も学び、照明プランの構成やダンスの振り付けも
掘り下げて学びました。映像製作や舞台出演もし、出演した映画『海
抜』では東京国際映画祭の史上最年少招待をいただきました。バトン
トワーリングでは日本代表として世界大会２位を獲得。バトントワーリ
ングの振り付けやアイドルの振り付けをし
たこともあります。
　社長から「三誠はまだまだ大きくなる。
一緒に頑張ろう」と言っていただいたこ
と、三誠の「誠」が自分の名前と一緒で
あることに運命を感じ、入社させてい
ただきました。でした。早く皆さ
んのお力になれるように、全力

で取り組んで参ります。

新入社員です
よろしく

お願いします！

契約番号を打ち込むこと
で、他の現場の施工デー
タと区別でき、日付を跨
いでも集約できる

契約番号で分けられた施工
データ群は、１プッシュで、
杭詳細、グラフ、レシート
のコピーとして再びアウト
プットすることが可能

担当者及び社内にいる人は、
スマートフォン、タブレッ
ト、PCなどで確認

施工機内タブレット

LTE通信、
クラウドに送信

クラウド

社内PC 現場管理
スマホ・タブレット

施工管理装置

技術本部次長
天野  一弥

ベースボール
コンテスト
最終結果発表

ＭＶＰは
サンテクノ
株式会社様が
獲得 !

　
令
和
最
初
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
２
０
１
９
年
５
月
17
日
〜
２

０
２
０
年
１
月
31
日
の
期
間
で
実
施
。
90
社
を
越
え
る
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
皆
さ
ま
に
お
集
ま
り
い
た

だ
く
表
彰
式
を
延
期
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
ま
ず
は
こ
の
誌
面
で

発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
表
彰
は
各
リ
ー
グ
１
位
〜
３
位
ま
で

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
各
リ
ー
グ
１
位
の
社
名
の
み
掲
載
い
た

し
ま
す
。ご
参
加
い
た
だ
い
た
各
社
の
皆
さ
ま
に
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
２
０
２
０
年
２
月
１
日
〜

２
０
２
１
年
１
月
31
日
の
期
間
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●ＭＶＰ　サンテクノ株式会社  様
（関西・中部リーグ１位も合わせて受賞）

●西東京リーグ１位
前田商事有限会社  様

●東東京リーグ１位
株式会社タケミ企画  様

●関東リーグ１位
群馬大同工業株式会社  様

●中四国・九州・沖縄リーグ１位
株式会社グランド技研  様

●北海道・東北・新潟リーグ１位
株式会社北雄産業  様

●新人賞
有限会社エーアンドエフ  様

2019年度

Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
に
よ
る

施
工
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
誕
生
！

現
場
で
打
設
す
る
杭
の
施
工
デ
ー
タ
を

遠
隔
地
で
も
共
有
で
き
る

　
三
誠
で
は
、
２
０
１
７
年
夏
よ
り
、Ｉ
ｏ
Ｔ（
モ
ノ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
活
用
で
、
現
場
で
得
ら
れ
る
施
工

デ
ー
タ
を
ど
こ
で
も
共
有
で
き
る
「
施
工
デ
ー
タ
管
理

シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
実
用
化
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
三
輪
社
長
（
当
時
、現・三
誠
Ｈ
Ｄ
会
長
）、佐
藤
常
務
、

乕
田
工
事
部
長
（
現
・
顧
問
）、
天
野
と
い
う
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
い
う
未
知
の
分
野
を
少
し
ず
つ
歩
み
、
ジ

オ
サ
イ
ン
株
式
会
社
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
こ
の
施
工

デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。
シ
ス

テ
ム
の
主
な
メ
リ
ッ
ト
は
次
の
４
つ
で
す
。

①
現
在
打
設
し
て
い
る
杭
の
施
工
デ
ー
タ
を
、
事
務
所

及
び
移
動
先
で
現
場
と
同
時
に
確
認
す
る
こ
と
で
、
情

報
を
共
有
で
き
、
迅
速
に
対
応
で
き
る

②
本
社
で
も
同
時
に
確
認
で
き
る
の
で
、
進
捗
状
況
、

打
ち
止
め
管
理
情
報
な
ど
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
関
係
者
と

共
有
で
き
る

③
こ
れ
に
よ
り
、
離
れ
た
場
所
で
も
報
連
相
が
円
滑
に
行

わ
れ
、
報
告
書
の
作
成
時
間
も
短
縮
で
き
る

④
ク
ラ
ウ
ド
に
生
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
紛

失
防
止
が
図
れ
る

ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る

施
工
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
の
概
要

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
左
ペ
ー
ジ
の
図
を
元
に
説

明
し
ま
す
。

▼
杭
打
設
の
施
工
機
ご
と
に
特
定
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
割
り

付
け
、
施
工
デ
ー
タ
を
紐
づ
け
で
き
る
よ
う
に
準
備

▼
施
工
管
理
装
置
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
つ
な
ぎ
、
施
工
デ
ー

タ
を
記
録

▼
施
工
管
理
装
置
で
記
録
し
た
施
工
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ

ド
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

　
こ
こ
で
記
録
す
る
施
工
デ
ー
タ
は
、
次
の
よ
う
な
内

容
で
す
。

・
日
付

・
杭
番
号

・
施
工
開
始
時
間

・
施
工
デ
ー
タ
送
信
時
間

・
杭
の
深
度
、
速
度
、
押
圧
力
、
回
転
ト
ル
ク
、Ｐ
Ｒ
値
、

経
過
時
間
な
ど

▼
ク
ラ
ウ
ド
で
受
信
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
生
デ
ー
タ
と
し

て
保
存
。

▼
担
当
者
及
び
社
内
に
い
る
人
間
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
、Ｐ
Ｃ
な
ど
で
現
場
と
同
様
の
レ
シ
ー
ト
で
見

る
こ
と
が
で
き
、
施
工
感
覚
を
共
有
で
き
る

▼
契
約
番
号
を
打
ち
込
む
こ
と
で
、
他
の
現
場
の
施
工

デ
ー
タ
と
の
区
別
が
図
ら
れ
、
日
付
を
跨
い
だ
施
工
で
も

集
約
で
き
る

▼
契
約
番
号
で
分
け
ら
れ
た
施
工
デ
ー
タ
群
は
、
１
プ
ッ

シ
ュ
で
杭
詳
細
、
グ
ラ
フ
、
レ
シ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
と
し
て
、

再
び
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
可
能
と
な
り
、
報
告
書
の
作
成
業

務
を
大
幅
に
短
縮
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
進
化
を
目
指
し

三
誠
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
開
発
継
続

　
こ
の
施
工
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
工
事
ご
と

の
デ
ー
タ
蓄
積
は
や
が
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
成
長
し
、

技
術
者
不
足
を
補
う
な
ど
の
可
能
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

現
段
階
は
ま
だ
「
フ
ェ
ー
ズ
０
」
で
、
社
内
の
情
報
共

有
の
み
で
す
が
、
複
数
の
目
で
施
工
デ
ー
タ
を
見
つ
め

て
い
る
と
い
う
安
心
感
を
、
お
客
さ
ま
に
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
次
の
段
階
で
は
、
お
客
さ
ま
に
対
す
る
デ
ー
タ
の
見

え
る
化
を
行
い
、
三
誠
、
協
力
会
社
、
お
客
さ
ま
が
同

じ
デ
ー
タ
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
信
頼

性
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
杭
の
業
界
は
、
か
つ
て
起
き
た
施
工
デ
ー
タ
の
改
ざ

ん
事
件
以
来
、
よ
り
厳
し
い
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
お
客
さ
ま
と
現
場
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
施
工
デ
ー
タ
の
客
観
性
を
高
め
、
し
っ
か
り
と

エ
ビ
デ
ン
ス
を
残
す
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
満
足
度
を
大

幅
に
上
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
工
後
に
必
要
な
報
告
書
作
成
に
か
か
る
時

間
を
さ
ら
に
短
縮
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
で
、

社
員
の
労
働
生
産
性
の
向
上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ

ム
に
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
関
わ
る
技
術
は
、
高
ス
ピ
ー
ド
で
進
化
し

続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
技
術
情
報
に
常
に
目
配
り

し
、
施
工
精
度
管
理
を
含
め
た
、
総
合
的
な
施
工
管
理

シ
ス
テ
ム
と
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
開
発
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
技
術
本
部
の
と
て
も
重
要
な

仕
事
で
す
。




